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「ヘ ン リ ・1ラ4ク ロ フ ーbの私 記 」

に於 け る 田 園 のi美 に つ い て 、

玉 井 武
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'

Ih .r.eading七hroughkhe皿a七 七er工h韻s61ec七ed,i七s七 】euck,mehow'

of七en七heaspee七sofna七urewerereferred㌻o._Ryecrof七,工knew,

had・ve・beehmu・hinflq・ncedh¥theMg・d・f,th・ ・ky・ana

bY{h。P・ ・。eli、i・n・f七hey。d・.

ζれ はG…g・Gissingが ・ 彼 の 自傳 的 な 内 容 を もつk・'?「tv・te?ap…

ofHenry
,RyeGrof七 の序 文 に ← る した 一 節 で あ る 。 ま こ と に そo.序 文 の 示ロ

ロ ユ ノロ

す 通'り 、Priva七epapersof宜enryRyeGr(》ftに は 自然 の 姿 が 季 節 の 移 り攣 り

に 寄 せ て 美 し く描 か れ て い る。 ・
～.・

し

そ

春 の部 を旙 くと胃頭第一章 に於てRyecrof七 は 、春 の 青v・室 、花 嗅 く大 地 の
　 コ

香 り・一稗岡のか らまつ林の緑〉丘の半の揚雲雀め歌に魅せ られた彼のやを次 ぎ

・の 如 く綴 つ て い る 。 一 一
.・ .'

∴ 恥 ・vea11・ ・ndaYSsu・has.七hi・ ・wh・ntheblueey…fS画ng, セへ
..1aughedfrombe七weenr6syelouds,whenthesualigh七shimmered

uponmy七able
、脇d唄 明elon島 工o轡11hu七 七b岬 孕rss・fg「七he'

scen七 〇f七hefloweringear七h,foythegreenofhillsideIaゴches,

f・r'もh6singingdf七h・ ・kyla・k・b・v・th・d・wns.一 一・Sp・ing,1.1
ノ,、

し ・ "＼ 、

夏にばRyecr・f七 ぱ 日盛 りの散歩 を試みる・彼は大きな七葉構(と ちの きう
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'の蔭に麟 をおろして
・変畑の傍 らに嬰粟(け し)や 「のが らし」.の花嘆 き齪れ

た一角を脚 して齢 ・野生醐 の印 花で蔽醜 姓 垣観 っある眼瞭 く

ことを知舜 い・ t・.t

晦w歌 ぬ 仙 ・9・ld・nh。ursユ 。。d、me七 。agre。 七h・ 泌、e.。h・・七範u七∫

Wh・ ・ρ 蝋 ・ff・rsa…h∀ ・舳 も ・e・伽 七he'・had・ 面fiも ・f・1i・ge・'

の
・A ,P・七he置es七ing-placeIhaveno・wide .vie平beforeme・bu七 ・wha七1

・・e・i・?聯gh」a・ ・rner

l・f幅 ・七・1・ha・6ve・ 一壬16魚 叫wi七h

P・PPies・nd・h・ ・1・ck・ ・n
.七h・ ・dg・gf・fi・1d・f… 「i・rTh・ ・

i.b・illiant/・ed・ndy・ .1ヱσw加 ・m・hizew地 七heg1・ry.・fth・ ・day.

N・ ・rby,tg・ 」'・{・'ahedg…v6鵡wi七 鱒 ・面hi七 ・bl・ ・m・ ・fthe'

'bi4tt
w・6塒 .留 ・ed・"・t・S・ ・ng・ ・吻 鱒 .緬 卿 士・V皿

＼ ・ ・

葉 粋 宿る露b上 噂 らか襯 の影を悦び乍 ら・Ryec・礁 は髄 あけ鰍 ・

の大室を仰ぎ、植込みの梢のそよをに眺め入 る。 日の 入り風 彼は近 くの牧場

ue立っ;(・荊 夕陽螺 色曝 卿 嘩 冷で行く艦 美に打隷 る5日 源 のゴ
'室
か ら昇つて西に湊する迄の今昏めご 日をぐ美 しさの限 りとも思い、静けさの

鋤 と憾 秘 ・・脚 ミ'魂灘 騨 楡 や 「ぶな」.の装唾 数 てやつたことが
り び

㌍ たちうか嶽 う・.此明 「晦 歩の杖を幽 ゆ つ撤 碗 持も卸 るよ

う な 氣 が ず る ・ 、'l

Allbe七 磁6e1},七hrQugh七hesof七ciでcling6f七hedial'sshad6w,

∵w・ ・1・v・1i4essaplqptie七unutt・r・ble・Nev・ …'-c・Uldtandy
,.1dia

au七ymn
.e:lo,theinsp・hmagnificence七he・lm・ ・丑d.蜘he・ ・n6ve「 控

工 ・h・uldゆk・ 畔id七h・1eaf・ 即nmy翻 ・bl・zein餌 ・hr・ya1

し

・・lm晦1七w・?Sn・d・y
,f・「 脚a晦9;u迎d・ ・a・ 、c油・孕yl・fbl甲

・・g・1d」wh・re七h・eyee・uld・fallσrtn・ 七恥9L'hd-tw冨 ・n・ 七

・・b・・u七i飢
rbh・ughS・bb・ 七 ・11bWithnatUre.in・ ・dreainy.lrest・.一,

"』 『
.』 ・ ・ 伽
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'大 室の下
、物みな麗 しく映するところ{夢 心地の裡に自然と呼吸を「つにす

'
ることが 蘇 れば・それ 喉 の心は満ち足 りたのでうる・

冬の自然ζも彼は微笑を以て接 し・驚異の眼を見張つてその琴を探つた。

ゆ'ノ

瑚[ofeof七en.七halnno七 七hewin七er.dayiβbles七wi七hsunshine一

七he・sof七beamwhichis .Na七ure,ssmilein'dreaming.工gofbr七h,

and'w・nd・rfa「 ・工七please・m・ ㌻・n・ 七e・hang・ ・
.?f1・ndsc・p・whg.n

七hr1ρ ・v・・havefallrn・ 丁 哩・ees七 「e・m・and'pondswhi・M噸9

summerwerehidden;myfavouri七elaneshaveanun.fan真i工iar

aspeG七s,and工bebomeわe馳6racqu毎 丑七edwi七h』 七hem,Then,七hOre

t●i・arare,・b・ ・ゆin七h・ ・七ru・ture・f畑 ρ・ung・ ・m・n七 ・d・andif

perchancesnowoゴfrgs七havesilvered七heif七raceryagain§ 七 七he

ゆ ・rsky・i七bec・m… 町v・1頭i・hn・v・ ・ 七i・e・・-Wi噸 ・XZ[・
1'e

、

〆

、 塵'

梢の先 きまで裸 になつた樹 々によつてぐ今は全 く姿の}i攣 して了つた自然の
カ

.風 景に ジ薪 らしv・樂 しみ を感 じて 、彼 は冬 の 日 悉激歩す る6緑 ¢)装い を睨 ぎす
¶屯

てた樹木 の姿に も、た ま らない美 しさが あることを知つて、彼 は心樂 しい氣持

になるσ'

へ き

現實に大自然 と接 して、そ の美 を心に感じ、目 を樂 し ませたばか りではな

い。彼は繍の展覧会に關する記事を手に した時でも、それが風景書である時に

は心 を乏 きめかせた。軍に欝題を讃んだだ饒で」それが若 し海箆 や、川岸や、荒

野 翻 の風景を心に獅 せるような題名であれぼ・糊 心礫 しく附 てみ

くことが禺來た(夏 の部,二 十五章)6庭 師と地味め話をして居 る最中に、彼の

心なやつ しか遠V・南鰍に飛んで、曾遊の地 アル ざニアの風元を賞 して房る(秋

,幽 ・ メ'.
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の部・三章)。 此のような心の持主で あつて見れば》暖 櫨 のぼ1≒・りに うす.く$

る眞錬 身耀 きなが ら七'麟 夏の姻 に馳せて往 くこ
.ζ曝 々であつた・多

の部の二惇 章は・夕暮ρひと時を難 の言愈にぼんや り,とした姿で詣 憶の中

に耳の 日盛 りを懸V・、夏ゐ山や川にあこがれ る～'云わぱ彼の心の自雷豫である。

e"

嘔i・i・th・va11・y・ ・fth・BlythelTh・'St…inripp1・ ・ 、a嘩

,91・ 尊ce・ ・v・・i七・'b・ ・w'nb・d吻m6dwiもh甲n楓m・;籍yi七 ・bank'

七heg・e・nfl・g・w・veand・u・tl・ ・
、剛 ・ や11ab・ut・ 七h・ ・.聯d6w・

shin・inp脚 紳1d・f'bu七 七r・c騨 厘h・h・w七h・rnh・dge・a・ear

l-1Pa・s・frl・amingb1・ …m・whi・h・cen馳 ・b・eeze・ ・

、Th・・帥 ・ve

risesthe血e秘 七h,yellow-man七ledw油hgo照Se,andbeyond,・ifIwalk

fOゆh・ur・ 酌b∫1・h・11・ ・m6qu七mpQn一 七h・sandyρliff・ ・f'

Suff・lk;・nd1・ ・k・v・r七h・ng・ 瞭n隅 …-Win七 ・X・XX皿 ・

ふ籾 ふ籾 櫛 窓の雪の様に働 瞬 つて來て・・いら礪 物狛 嚇 ゆ
ヨ

中 にか くして了う静かな冬の夕に、夢は日の光 をさざなみに砕 き乍 ら流れて.ゆ
ら 　

く7' ,ライ.ズ川ρ谷 間 に通V・・緑 の 菖蒲 ・黄金 色 ρ キ ンポ ーゲ・生垣 に嘆 き匂 う

さんざ しの花 ・ さては ヒーろを彩 るな り創 『しだの葺 みが心に浮 んで來 る。や

が てナ フオ ークの漸崖の上 に立つ て眺あれば 、波荒 い北海は足 もとにひろがつ
ボ

て い る.♂ .、,'.

』

一∫ 丑 一

.一 一`

彼 はゆ ような自僻 謝 る深耀 解と愛情1と齢 噸 か ら得たのであろ'う
.

か 。Ryecrof七 自身 の 読 明 を き く ～二年 に し よ う 。 『'、 ._

ブ
.,1・

Ihav・been七hi曲9・f㌻ 寿rree・ ・1yy・"騨min・in・Lpnd・n・

wh・n七h・s'・ ・sg4・p・ ・sed
.・verm・'un・b・erved,.wh… エ9・ldgm・

tUrn・d&glance
.・.七・瞬ds・'七 ≧・ 奪eav臼n購nd、 劒h・ 鯉d・hip・i箱 ・七h・

1加p・i・ ・n螂 ・fbgundl・ …s七 ・e・七・Illi・ 層s七で鎚 騨 ・w't・ …e騨b・r
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七ha七forsbmesixorseven
.years工aρv今rlobkρdupon批 卑eadow,.

.nev6rtraveヱledevensofaras七 〇the七ree,bordereδsuburbs.'I

wasba七 七ling
.f・rd・arlif・ ・-S孕 ・in琴・V皿 ・

＼

季節の動 きにも無頓着な心は、仰いで青塞と)廣さに見入 ることす ら知 らなかつ

た。生活に追われすぎて、囚われの自己を顧みるい とまもなかつた。一片のパ

ンと一杯の水で朝食 をす ませて も、濃刺とした氣分で その日の仕裏に向 うこと 髄

が出來たと彼 は述懐 してVOる 。然 し、彼に も倦,怠を感す る夏の日の午後はあつ

』た
。書物 を開 くのも憶劫、考 えごとをするのも大儀一 こんな時分には精 々近

くの公園に行け塗叉爽快な氣分を零戻す ことが田來た。彼 はそう云 う自分を別

にどうとも思わなかつた。此のよ うに して過勢な月日を逡っている』方、相攣

,らすの粗食 を績けていた⑱で、終に健康 を損 うに至 氏 姶めて田園や海岸 をあ/

こがれ る氣持が狂おしいまでに募つて來た。

昏

、1・ememb・ ・aft・rn・ ・ns・f1・ngu・ ・,wh・n・'b・ ・ks、We・ea'

w・ ゆess・an&
.n・th・ugh七 ・・uldbe$qin・ ρ・ed-・V七 ・f七he'd「 ・w町

.'bl'・in;七h・nW・uldエb・takemyselft・ 加 ・gf伽P・ 町k・,andfind

・・e鰍m・n七'wi七h・u七 ・'轡 鋼 ・y醐 ・sen・e・f・ha皿9・ ・
.宜eaven・ ・.・

howIla'bol#edih七hoSe
、daYs!Andhow.far工wasfrom七hiロki丑9,

・f.my・elfa・a・ubj・Q七fO・ 、c・mp・ ・si・n!T・h・t・hm・'1・te・,.wh・n

myhea・1七hhadbegun七 〇sufferlfroln 、?xcessof七 〇i1,fromba(1air・

・1)昂d'foodandmanymiseries;七hena・ 甲oke七he .maddeningdesire

forGoun七ryside・andsea-1)each-andforo七her七hingsye七more

remo七e.-Sp血g,V皿.

歩 く道は鋪道ぼか り、時折清新の氣分 を求めて行 く公園 も、鋪道を芝隼で擬

装したにす ぎないξ憩す るにいたつて・.都を脱ボれたい希望嬬漸 く切 章になつ

で來た(春 の部 九章)。'・.,
、 尋 ら
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Onanirresis七ib1ρ'トimpu,lse,Is・uddenly血adeupmymindもQg6

,in七〇Devρa,apar七 〇fEnglandIhad皿ever'spea.A七 七he・6ndof
ロ し

『

MarCh1・seap・d .ft・m血yg・im1・dgip9・ ∫ 脚d,bρ ≠・f・lhad七im・

七・ ・e恥 七 ・n七h曝 ・tail・ ・fmy皿d・rt・king,lf6und-my・elf
ロ も う

si七七ingin話unshinea七 』aspotverynear七dwhereTnσwdwel1一

タ ぴ

beforeme七he
.ireen'va11eyof七he1)roadehing玉 】xe、・and・ 七hepine-.

・1a母 ・idg・ ・fE・ld・n・ 「'『P・in琴 ・IX・

少物 頃姻 の風賠 家の複蠣 姻 方嘩 に病嘩 継 眠 るの雄 昂
ノ

ていた彼の心には、田園の風景に野する深v・愛着 生活感情 と云つ'てもよい
ひ ヒ ア ヒ

程強V・ものが育成されていた(夏 の部,二 章)。 久 し振 りに眺める自然は彼を都

会の塵から洗磯 めてくれた9破 はその感激敏 ぎρ如ぐ綴つか る9

塵
The"ligh七,七he"air,hadfor 、mesome七hing{iof七he、supema七ura1

.-一 ・ffe・圃m6・indeed・gnly1・ss'七 脚at・ ・ エ・七9・"七im・did'the

a七mosphereofI七'aly.1七w群sglorioussPringwea七her;a'few

whi七ecldidsfloa七eda血iα 七heblue,and七heear七hhadan.

ih七(∫xica七ingfra,grance."Thenfirs七didIknow',myselffora,sun-

V…hiPP・ ・.宜・Ψh・ 砥1i面 ・・1・ng軸gu七a・klgWheth・ ・

七here『 ・waSasunin七helleavbnsorn6七?Under七ha七radian七.
リ ロ 　　 へ馳

fi即 ・m・nt,1・cQuld・hav・ 七h・・wn .my・eエhp・nmykneesin、ら な

a(lora七ion.-Spr圭n9,IX.

,＼

・靴 の よ うに して薪 らしい生活の犀開 が「「度決行 されると忌昔 のByecroft .の

姿 は 加速 度 的 に潰 乏て 行 き、今 迄 意識 されなか つ『た力 と感畳が突然頭'を もた げ

はetOfe6kの"例 轍 は植物ーに脚 てv・'る・'・ ・、': .一,

,1.

Tin七h・n'lhadc賦 ・αv・rylittleab・u七pla批s
.ahdf1・wers,・

'
1'



「-yり ・ライ.ク・フゆ 私訓 に細 る田蹄嘆 につV・て 鱗)ン

6u七n・w'一1f・un伽y・61f'e・9etly,'interes.tediA"eveicy' ,-lb1…gm,in

ρvρ・泌 ・w七h
,・f七h・W・y・ide・A・ 』lw・lk6dエ9・ 七he「eda興 ・n即 ・

・坤 鵬 麺i・ingm夕 ・elft・buya'b・ ・k・n・ 七h・mrτ ・・脚d

id・雌y蜘 ・・11・
.耳6士 聯 ・i七・p島 ・・inghu脚;⑳v・r・in・e.

haYeエ1・lit'umypl…u・ein七h・f1騨s6f七h・fittld・'・Sindmy

〈i・・i脚kn・w七hem・alL-r'S'p「ing・1X;

勧 燭 す る深哩 味厳 錫 叡 於て腰 情とまで云腋 嘩 に醐 ヒされ

ている。春の部の三章 に竜これと同 じ心が覗われる。
・ ㍉t ,

1脚nりb・ 七・ni・いu七1無v・1・ngf・und並lea・u・einher々-

9・七h・・ing…1・vρ 七・c・m・up'bh:a'p1・n七 ▽hi・hi・-unk一 層七・me・1

七・i'dentify・i七wi七h七heh・lp・f血yb・ ・k,七 ・9・ee七 『i'tbyln&me
.

wh・nn・x七1七shin・ ・b・sidρmyp・ 七h・ ・f七h・ 脚 七b・ 鵬i七s

di…v6・ygiv・ ・m・
,」・メ マS画ng・ 皿 ・'

今糀 は't・Syゆ ・1i・・1晦w・nd・ ・坤wak・ning'"と なP・ 礁 卿 を

さまよ・うていた彼は一大鯉 臆 まれためである・心 の瞳 みぴ ら賦 一本の

花 を凝観ナる時の尊い境地を彼 娃語る。

CanZ'plu6kth・fi・we・by七he .waysid・,and,・sl'-gazei-a七i七,

f・bl七 堪if-lkn・w-al1七h・ 七ea・hing・6fhi・ 七・1・gy;m・tph・1・gy,

・nd・q・n・ 舳 ・eg・・d七di七 …hguldhaveexhゑu・ 七・dヌ 七・

皿ゆ9・?Wha七 『'・馳a111h'・bu七w・ ・d・・w・ ・4Sジw6・ 母・?唖6n・

狙・yg吻a圃 髄nk叫 七h・b・ 晦whi・1・ 一 七11彰h61禰 ・bエ ・・s・m・

・in・n・'・lh・ndbeeomesa・'
.・v・・wh61凪ing醐i典 ・1・'・・ 七h・'v・ry

ψ 細i油
・・v・・n・-A晦mn,'fx
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彼は手の中にある可憐な一輪の花の生命に天室 に輝 く大 日輪 にも比すべ き奇
ほ ヤ

蹟を馳 て・畏敬の念に泌 えたのである・琴わ騰 葉のような柔か憾 臓

以て～彼 は自然に樹 したのである。晩春の候、彼は毎朝のよ うに、同 じ方向へ

散歩め杖 をひいた。・それは若いか らまつ林の中に立つて、葉 の色が午メラル ド

めような新緑かちくすんだ夏の色に移るひと時を樂 しむためである。目に痛い

程の爽快な雛 に包熱 たからまつ林の美 くしき轍 は此の世ゐ働 と識 て

'い る て春 の部
,二 十 四章)。 讃 書 を此 め上 もな く樂 しん で いたRyecrof七 は 、・

'時 曙 齋
の樂しみにかまけで・卿 ゆく自然咳 を+二 分に賞すること細 來

なかつたのではなかつたか と反省する。
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このよ うな深v・愛 情 を、春 か ら夏へ の華 やか な移 り攣 りに も、秋か ら冬への 一
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は、薪たな期待 と悦 びの躍動を五膣に うけた。 づ ・
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楡の勲 櫛 ら噸 も聯 離 に並木敵 掌 瞳 成 了つた・ザ・ムザムと歩

いて行 くとからま嚇 に出る.紅 葉した葉でPt-ewがvas色 に瞼 て居る.そF
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の 中〈〉・ と こ ろ ど こ ろ繍 綴 して ・ 眞 赤 な枝 が 見 え る ・ 近 寄 つ て 見 る と秋 の 髪 い

も美 しい ぶ な の 若 木 だ 一 ∵ 「秋 」 の 色 に 心 の 衣 を染 め て 、樂 しい 散 歩 か ら麟 る

と 、 夕 方 か ら天 候 は 一 攣 して 、 冷 た い 雨 が 窓 を打 つ 。 明 日 は冬 の 室 を仰 ぐで ど

か 。Ryecrof七 は 今 更 に今 日の 散 策 を奪 く思 つ た こ とで あ る。

Theearlycomingofspringin七hishappy・Devongladdensmy

hear七.・....頂=ere,scarcehaveIassuredmyself七 】璃a七七helastleafhas

fallen,sc爵cehaveIw謡tched七heglisteningof'hoar-fro忌tupo丑

七heevergreens,whehabrea七hfro〕m七hewes七 七hrillsm6wi七h

ah七ieipahi七ionofl)udandbloom.Evenunder七hisgrey-billQwing.

ヤ

sky,which.七e119七ha七Fe『bruaryiss七illinrule:一 、

Mildwindssh歌e七heelderbrake,

A・nd七hewande恥gherdsmenknow

Tha七 もhewhi七e七hornsoonwiU・blow.

・一一Spring
,V工II.

常磐木 に宿 した霜のキ ラキ ラと輝 くの を見乍 らも、一陣 の西風 に、,花嘆 く春

を思 う心 は、昂 然 と してこShelleyφProme七heusUnboundの 一一節 を諦 さ1

す に は居 られ なか つ た ので ある。彼 の 目に嫉 牧 人 と共 に、白 さんざ しの花@

季 節 が 、冷 い風 の 中に も望 まれ たのであ る。

皿,

このよ うにして、四季折 々の自然を讃之、晩春 との別離を初夏に惜み・早春

の微風に五 月の榮光を感する破ではあつたが、わけて も自分の肉親の如 く親 し

く感 じられたのは、吾が家の庭に育つ草 と木であつた。庭の草木の肌や葉末に
、

鰯れることは、あたか も親 しい友の手をとるよ うた悦びで あつた(夏 の部,十
き

　 せリ ゴ ま

二章)。 心の安佳の地たる 「家」に於て 見 出す時 、一木一草は更に大きな輝 き
＼

.を以 て彼 の眸 た映 じた ので ある 。

・9わけて も冬 の 部 の 十五 章 は彼 の心の叫びである。天 を摩す大 木 を見立 てN、
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頭 と嘩 はらい・幹砂 こしてそ嘩 籾 ・嫁 雄 で・畢 のつ腋 木の高さが

蘇室の床板かち;尺 位あるよ うにする竪木め幹が階下で も月につくようにした'

い。とれが家の守護榊で夢る。家奉の神聖を薯徴する最 も高章なものであるb

彼は樹木の讃美者 と←て・一否崇拝者と隔てい家庭の中心に樹木を置き・その家

庭硬 戯 物 中心夙 た吐 念願する・.ホ ㌘マー礪 んで"[オ デ・セウ㌔

の簸壼」に深 く感動 して試みた彼 自身 の翻 誰 が 即 ち次ぎに掲げるもの凌あ

'る
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1此の蕪 嚴極 み ない オ リー ヴの 木 をRyecrof七 は更 に用"て 次 ぎの如 く去 っ で

い る。 「人の 世の'束の間 の命 を患 い 、 此め世d-)hと まを安 らか に とれ 。オ リ.r

ヴの實 み の りて地 に落 つ る時 、母 なる大地 を讃美 し、父 なる樹木セと感謝す るが
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t
の如 く…… 」(秋 の部el十 三章)。 即 ちRyeerdf七 に とつ て 、 自然 の美 、 田 園

風 景 に接 テる こと、即 ち自らの魂 の李安 を産む ことであつ たのであ る。




